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１．2025年３月期第１四半期の業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 1,363 △4.6 △45 ― △48 ― △56 ―
2024年３月期第１四半期 1,429 △6.6 △48 ― △52 ― △71 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 △11.28 ―
2024年３月期第１四半期 △14.32 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 2,053 395 19.3 79.16
2024年３月期 2,005 451 22.5 90.44

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 395百万円 2024年３月期 451百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2025年３月期 ―
2025年３月期(予想) 0.00 ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

期末の配当につきましては、今後、業績の動向を勘案し決定してまいります。

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,766 △2.7 15 ― 3 ― △12 ― △2.49
通期 5,750 △1.5 160 ― 140 ― 100 ― 20.11

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 5,100,000株 2024年３月期 5,100,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 102,946株 2024年３月期 102,946株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 4,997,054株 2024年３月期１Ｑ 4,997,054株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって、これら予想数値と異なる可能性があります。なお、2025年３月期の第２四半期（累計）及び通期の業績予

想につきましては、2024年４月30日公表の2024年３月期決算短信の予想数値から変更はございません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化が進み、賃上げの動きやインバウンド需要の増加

など景気は緩やかに改善上昇傾向にある一方、ウクライナ情勢の長期化や円安の進行によるエネルギーコストや原材

料の価格上昇は依然として継続しており、先行きは不透明な状況が続いております。

美容業界におきましては、美容室のオーバーストア状態による店舗間競争の激化や労働需給逼迫による美容師の獲

得難、物価上昇による個人消費の停滞の懸念もあり、当社を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いております。

このような状況の中、創業60周年、中期経営計画『TAYA BX (Beauty Transformation) PROJECT』の最終年度となる

当期においては、「トータルビューティカンパニーへの変革」、「TAYAブランドのリブランディング」、「人的資本

経営の推進」の３つの施策を重点的に取り組み、多様化する社会の中においてお客様に愛され続ける美容室を目指す

と同時に、収益の安定化を推し進め、持続的成長と企業価値向上に努めてまいります。店舗の状況につきましては、

フリーランス美容室の新規出店を２店舗（ano駒沢、ano心斎橋）実施いたしました。また、直営美容室の改装２店舗

（TAYA麹町店、TAYA西葛西店）、ブランド転換１店舗（TAYAひばりが丘店）実施いたしました。これにより、当第１

四半期累計期間末の店舗数は、美容室69店舗となりました。

以上の結果、当社の第１四半期累計期間の業績は、売上高1,363百万円（前年同期比4.6%減）、営業損失45百万円

（前年同期は営業損失48百万円）、経常損失48百万円（前年同期は経常損失52百万円）となりました。四半期純損失

は56百万円（前年同期は四半期純損失71百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末の総資産は2,053百万円となり、前事業年度末と比べて47百万円増加いたしました。

流動資産の残高は650百万円となり、前事業年度末と比べて61百万円減少いたしました。固定資産の残高は1,402百

万円となり、前事業年度末と比べて109百万円増加いたしました。主な要因につきましては、無形固定資産の増加50百

万円、建物の増加43百万円があったものの、現金及び預金の減少30百万円、売掛金の減少23百万円によるものであり

ます。

当第１四半期会計期間末の負債総額は1,657百万円となり、前事業年度末と比べて103百万円増加いたしました。

流動負債の残高は996百万円となり、前事業年度末と比べて67百万円増加いたしました。固定負債の残高は661百万

円となり、前事業年度末と比べて35百万円増加いたしました。主な要因につきましては、長短借入金の純増26百万円、

流動資産「その他」に含めております未払金の増加81百万円があったものの、未払法人税等の減少24百万円、賞与引

当金の減少19百万円があったことによるものであります。

当第１四半期会計期間末の純資産は395百万円となり、前事業年度末と比べて56百万円減少いたしました。

以上の結果、自己資本比率は前事業年度末22.5％から19.3％に減少いたしました。
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（３）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、過年度より継続して営業損失及び経常損失を計上しており、当第１四半期累計期間におきましても、営業

損失を計上したことにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しております。

このような状況の解消を図るべく、当社は、2022年度より中期経営計画『T-ip60』並びに『TAYA BX (Beauty

Transformation) PROJECT』を策定し、財務体質の改善に努めております。

中期経営計画の最終年度・創業60周年となる2024年度においては、次の３つの施策を重点に取り組み、安定的に収

益を創出できる体質を構築してまいります。

まず、「トータルビューティカンパニーへの変革」として、スヴェンソングループ・TBCグループとの協業を通じた

新サービスの導入、市場規模の拡大に向けた共同事業などを積極的に進めてまいります。そして、「TAYAブランドの

リブランディング」を推し進め、当社美容室のイメージ・コンセプトを刷新し、多様な社会、個人の美しさをより尊

重した、お客様に愛され続ける美容室を目指してまいります。さらに、「人的資本経営の推進」として、フリーラン

スブランドの出店を加速、多様な人材の受け入れや働き方改革の実施、キャリアパス・評価制度改革により人材価値

を最大限に引き出してまいります。

これらの収益力を増強させる施策の遂行と同時に、コストの徹底した管理を行うことにより、更なる利益の追求を

図ってまいります。

資金面につきましては、引き続き取引金融機関とは緊密に連携・情報交換を行っており、必要となる資金について

もご支援いただけるよう良好な関係を継続しております。また、金融機関以外からの調達についても適宜検討を進め

てまいります。

これらの状況を鑑み、現時点において、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組んでいる対応策は

実施途上にあり、今後の事業進捗や追加的な資金調達の状況等によっては、当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可

能性があることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提としており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四半期財務

諸表に反映しておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 277,011 246,548

売掛金 281,656 258,515

商品 26,270 29,709

美容材料 13,539 18,622

その他 114,726 97,827

貸倒引当金 △991 △956

流動資産合計 712,212 650,267

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 243,925 287,177

土地 127,722 127,722

その他（純額） 40,397 54,339

有形固定資産合計 412,044 469,238

無形固定資産 40,374 90,551

投資その他の資産

敷金及び保証金 831,451 833,430

その他 9,763 9,604

投資その他の資産合計 841,214 843,034

固定資産合計 1,293,633 1,402,824

資産合計 2,005,845 2,053,091
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 87,076 103,435

電子記録債務 71,390 70,814

短期借入金 96,343 100,662

１年内返済予定の長期借入金 49,153 56,524

未払法人税等 31,922 7,514

未払費用 333,023 327,312

賞与引当金 29,938 10,557

資産除去債務 4,851 4,851

その他 224,784 314,440

流動負債合計 928,482 996,110

固定負債

長期借入金 203,612 218,331

退職給付引当金 243,378 241,203

資産除去債務 172,315 172,338

その他 6,138 29,541

固定負債合計 625,445 661,414

負債合計 1,553,927 1,657,525

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 3,132,425 3,132,425

利益剰余金 △2,571,009 △2,627,361

自己株式 △159,497 △159,497

株主資本合計 451,918 395,566

純資産合計 451,918 395,566

負債純資産合計 2,005,845 2,053,091
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 1,429,578 1,363,192

売上原価 1,257,455 1,183,038

売上総利益 172,123 180,153

販売費及び一般管理費 220,443 226,013

営業損失（△） △48,319 △45,859

営業外収益

受取利息 0 5

協賛金収入 363 909

その他 2,597 1,427

営業外収益合計 2,961 2,342

営業外費用

支払利息 631 678

資金調達費用 5,000 －

休止資産関係費用 － 3,684

その他 1,201 232

営業外費用合計 6,832 4,594

経常損失（△） △52,190 △48,112

特別損失

固定資産除却損 － 724

店舗閉鎖損失 12,544 －

特別損失合計 12,544 724

税引前四半期純損失（△） △64,734 △48,836

法人税、住民税及び事業税 8,021 7,515

法人税等調整額 △1,195 －

法人税等合計 6,826 7,515

四半期純損失（△） △71,561 △56,351
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社は、過年度より継続して営業損失及び経常損失を計上しており、当第１四半期累計期間におきましても、営業

損失を計上したことにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しております。

このような状況の解消を図るべく、当社は、2022年度より中期経営計画『T-ip60』並びに『TAYA BX (Beauty

Transformation) PROJECT』を策定し、財務体質の改善に努めております。

中期経営計画の最終年度・創業60周年となる2024年度においては、次の３つの施策を重点に取り組み、安定的に収

益を創出できる体質を構築してまいります。

まず、「トータルビューティカンパニーへの変革」として、スヴェンソングループ・TBCグループとの協業を通じた

新サービスの導入、市場規模の拡大に向けた共同事業などを積極的に進めてまいります。そして、「TAYAブランドの

リブランディング」を推し進め、当社美容室のイメージ・コンセプトを刷新し、多様な社会、個人の美しさをより尊

重した、お客様に愛され続ける美容室を目指してまいります。さらに、「人的資本経営の推進」として、フリーラン

スブランドの出店を加速、多様な人材の受け入れや働き方改革の実施、キャリアパス・評価制度改革により人材価値

を最大限に引き出してまいります。

これらの収益力を増強させる施策の遂行と同時に、コストの徹底した管理を行うことにより、更なる利益の追求を

図ってまいります。

資金面につきましては、引き続き取引金融機関とは緊密に連携・情報交換を行っており、必要となる資金について

もご支援いただけるよう良好な関係を継続しております。また、金融機関以外からの調達についても適宜検討を進め

てまいります。

これらの状況を鑑み、現時点において、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組んでいる対応策は

実施途上にあり、今後の事業進捗や追加的な資金調達の状況等によっては、当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可

能性があることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提としており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四半期財務

諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

当社は、美容事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

当社は、美容事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 22,508千円 21,007千円


